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北海道製菓産業クラスターについて

観光産業

食品加工業

農水産業

ホテル・旅館

体験型観光施設

製菓業

環境学習型観光

水産加工

麦類加工

豆類加工

糖類加工

畜産加工

乳加工 イベント

スポーツ

教育産業

食

福祉産業

加工装置

自然保存設備 水産

畜産

農産

花き

米類加工

保存設備
衛生技術

製造装置
調理器具

運輸産業

農耕機具
肥料
農薬

バイオ産業

既に補完関係が見られる

今後補完関係が見込まれる

包装用品

有機農法

発酵技術

１．北海道経済と産業クラスター

　経済のグローバル化の進展により国際間の水平分業の進展し、産業の競争の舞台はこれまでの国家

間競争から地域間の競争へと移り、近年地方産業は新たな局面に入りつつある。

　地方産業が「地域」として競争力を獲得するには、従来の新規産業誘致だけではなく、地域産業を群と

して把握し、産業間の結びつきを強め、地域の独自性を発揮できる内発的産業育成を志向する必要が

ある。北海道経済においても、既存産業の協働を核とした「産業クラスター（群）」形成が重要な役割を担

う。

２．北海道経済と製菓産業

　食料品製造業は、製品出荷額において道内製

造業の３割以上、全国シェアでも北海道製造業全

体が１．９％に留まる中で７．８％を占める中核産

業である。中でも製菓産業は、以下の４点からクラ

スターの芽として発展が注目される。

①天然資源のみに依存せず、技術集約、商品企

画等を競争力の源泉とする。

②地場に安定した顧客層を持つ。

③供給面では複数の道内主力農畜産業と、販売

広告面ではもう一つの道内中核産業である観

光産業との結びつきが強い。ただし、各種製造

装置、調理器具、包装用品等の関連産業への

波及については強い補完関係は見られず、今

後の取り組みが望まれる。

④社歴８０年を数える老舗から社歴１０年未満の新

興企業まで道内各地に幅広く分布し、各企業

が得意分野を持ち棲み分けている。

注）産業クラスターとは…

「クラスター」とは「房」「群」を意味し、「産業クラスタ

ー」とは、「特定分野における関連企業、専門性の高

い供給業者、サービス提供者、関連業界に属する企

業、関連機関（大学、企画団体、業界団体など）が地

理的に集中し、競争しつつ同時に協力している状

態」と定義される。ハーバード・ビジネス・スクール教

授マイケル・ポーターにより、「国の競争優位」（1990

年）にて提唱された概念である。産業クラスターは右

記の４つの条件が相互に作用・発展し、競争力を高

めるという事実が確認されている。

＜産業クラスター形成の４条件＞

●条件１：生産要素条件 「付加価値の源泉はどこか？」

　天然資源のみに依存した競争力は長続きせず、人

的資源・技術・インフラなどの人為的に想像された資

源が付加価値の源泉となる

●条件２：需要条件 「厳しい顧客は存在するか？」

　域外市場で成功するには、地域内に洗練された厳

しい顧客が必要である。

●条件３：関連・支援産業の存在 「補完関係にある産

業が存在するか？」

　ある産業が競争力を有するためには、補完関係に

ある優秀な関連産業が必要である。

●条件４：企業間の競争 「良きライバルがいるか？」

　地域内でのライバル間競争が、各企業の技術革新

を促し競争力を向上させる。

＜製造品出荷額（10億円）＞

金額 構成比 全国比 金額 構成比

製造業 5,880 100.0% 1.9% 305,840 100.0%
食料品 1,905 32.4% 7.8% 24,559 8.0%
　 菓子 75 1.3% 4.2% 1,793 0.6%

資料：経済産業省　平成10年工業統計調査

北海道 全国

注）「菓子」は産業細分類1272生菓子製造業、1273ビスケット類・干菓
子製造業、1274米菓製造業を合計して算出

資料：日本政策投資銀行北海道支店作成
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３．製菓産業と観光産業

　日本政策投資銀行北海道支店が行った北海道観光に関するアンケートによると、「食」は

北海道観光の魅力の一つとなっている。特に土産品購入に関しては食関連が大半を占め、

その中でも菓子は水産品と共に人気を二分している。特に女性客層、３０歳以下の客層の

需要は高い。

　土産菓子の売上高推移を見ると、観光土産品総販売額はほぼ横這いで推移しているが、

菓子販売額は堅調に伸びおり、土産品総販売額に占める菓子販売額構成比は年々上昇して

いる。今後も土産菓子市場は成長が期待される。

　また土産品販売以外でも、北海道製菓業の認知度向上に伴い、近年菓子をテーマとした

観光施設等の建設や体験型観光への取り組みなど観光産業との連携が見られる。

４．道内製菓業者分布

【分布状況】

　道内製菓業者は、和洋両業者が全道各地に分布し、社

歴８０年を超える老舗から１０年未満の新興勢力まで幅広く

存在する。また、各社戦略も地場消費中心型から土産需

要特化型までと多様である。

【最近の動向】

　近年、土産菓子市場の成長に着目した全国大手メーカ

ーが参入や、新進勢力の伸長に伴い、道内製菓業者の分

布は変化しつつある。

　地場消費中心型企業に土産菓子市場への進出の動

きが見られる一方、土産需要中心型企業もシェア確

保に向け会社ブランド確立や商品力の向上に努めて

いる。また一部には土産菓子市場で育ったブランド

力を背景に全国市場への進出の動きも見られる。

Ｑ：あなたが観光で北海道に行く場合、楽しみなことは次のうちどれですか？（３つまで選択可能）
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Ｑ：あなたが買ったお土産は、次のうちどれですか（もっともお金を使ったものを１つ選択）
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資料：日本政策投資銀行北海道支店作成

資料：流通しんぽう資料：日本政策投資銀行北海道支店アンケート調査


